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発掘された遺構の実測図のような大縮尺図を写真測最の技法で図化するには，ヘリコプター

を使って写真撮影するのが望ましい。しかし，ヘリコプターの使用は，発掘面稜や図化の難易

度を考腫して所要経費に兄合う効果が挙げられる場合に限られる。ヘリコプターの韮地から遠

いところとか，写真測並で図化したいがヘリコプターを使うほどの広さはない調査地用に，ス

テレオカメラ（ＮＡＢ-15）をパルーンやクレーンで陥り下げて撮影するシステムが開発され，

活用されてきた。クレーン『には，n-IEが２８ｔもあり，安定させるためにジャッキを拡げると７

ｍ巾の平面を必要とする等，作業空間・進入道路に問題があって適用場所が制限される。バル

ーンは風に左右され風速５ｍ/秒以下でなければ作業が出来ないという短所がある。このカメ

ラはガラス乾板を使用するので，露光の都度カメラを下ろして乾板を入れ換えて，再び吊上げ

るという作業を繰返さなければならないわずらわしさがある。さらに，ガラス乾板の製造が少

くなり，その確保が面倒になってきている。

以上の短所を改良し，何時でも何処でも使えるシステムを開発した。まず，感材は入手が群

易で取扱いが楽で，しかもモータードライブで連統搬影が可能であるロールフイルムを使うこ

とにした。カメラは，出来るだけ両角が大きく，測定に耐えられる精度を持って，しかもモー

タードライブ装憧のつくものとしてハツセルブラッドＭＫ－７０が選ばれた。カメラを空中に吊

~ドげてオーバーラップしながら露光させるために，柱を遺椛の外部に立て，柱と柱の間にワイ

ヤーロープを渡し，そのロープに，カメラを装着したゴンドラを懸ドさせることを考えた。ゴ

ンドラには，ハッセルブラッドと露光地点が地上で判るようにテレビカメラを砿み，バランス

をとって，常にカメラの光軸が垂施になるように工夫した。柱は，アマチュア無線用のアンテ

ナ（１ユニット２ｍ）と，アルミ製|I｣柱（Ｚ＝７ｃｍ，長さ1.5ｍ）の二諏頬があり，遺構の環境に

よって使い分ける。とくに後者は軽並でライトバンに積むことも出来る。（木令敬蔵）
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ロープウエイ方式撮影システムの開発


